
出席の状況
会員数　55名（内出席免除　３名）　出席者数　39名　　欠席者数　16名
出席率　73.58％　　前々回訂正　92.31％　　　　
欠席者　原田，日笠（常），入江，加戸，鴨井，笠原，川本，木本，家守，西岡，岡村，丹治，坪井，
　　　　横山，（平野），（渡辺）

S . A . A . 　 　　
岡本（和）会員 ： ・ 福元さんの再入会を歓迎します。活躍されんことを期待しています。

・ IM実行委員会の皆様、土曜日はお疲れさまでした。
末吉会員 ：  ・ 福元様、お帰りなさいませ。

・ 廣江様、本日の卓話よろしくお願いします。
大饗会員 ： ・ 昨日は参加人数も多く、たいへん盛り上がったゴルフコンペに参加出来て楽しい一日でした。

・ 福元さん今朝ほどはご丁寧なメッセージに心温まりました。復帰大歓迎です。
日笠（常）会員 ： 福元様、再入会おめでとうございます。心より歓迎申し上げます。これで例会に来る楽しみがふえました。
森本会員 ： 昨日のゴルフコンペお疲れ様でした。次回もよろしくお願いします。
金子会員 ： 昨日のゴルフで賞には入らなかったのですが、ウマが当ったのでスマイルします。
大賀会員 ： 昨日ゴルフコンペ仲田さん・日笠さんのおかげで馬当りました。ありがとうございました。土曜日IM津

山マイクロバス御利用頂きありがとうございました。
鴻上会員 ： 昨日のコンペの賞金を頂きましたのでスマイルします。
日笠（伸）会員 ： 昨日のゴルフコンペで準優勝してしまいましたのでスマイルします。
竹本会員 ： 福元さんお帰りいただきありがとうございます。感謝いたします。
堀川会員 ： ・ 先週のガバナー月信に掲載されていましたが、RI会長賞GOLDの受賞が決定しました。皆様のご

協力ありがとうございました。
・ 津山RCとの合同IM実行委員ご苦労様でした。
・ 昨日のゴルフ同好会コンペではお世話になりました。10年ぶりぐらいの良いスコアで3位になりました。

山田会員 ： 福元さんお帰りなさい。復帰されるのを楽しみにお待ちしておりました。今後とも宜しくお願い致します。
川西会員 ： 長期間休会をしていた訳ではないのですが、この度は元会員でありました福元会員が復帰して頂

くことになりましたので、皆様よろしくお願い致します。
藤岡会員 ： ・ 先週土曜日の合同IM実行委員会に出席の委員の方、おつかれ様でした。

・ 残念ながら、カープの優勝の瞬間はテレビで見れませんでしたが、あとから黒田の男泣きを見て、
胸が熱くなりました。今度は完全制覇を生で見たいです。

相原会員 ： ・ 岡山県赤十字血液センターの廣江様、小川様、本日は卓話よろしくお願いします。
・ 槌田さん、高校生のフォーラムをお任せして申し訳ございません。

槌田会員 ： ・ 福元さんお帰りなさい。これからも宜しくお願い致します。
・ 高校生のフォーラムで学校担当の皆様宜しくお願い致します。

小菅会員 ： 福元様　復会ありがとうございます。以前に在籍されていた時以上に仲良くしましょう。
仲田会員 ： ゴルフコンペで優勝出来ましたのでスマイルいたします。
氏房会員 ： ・ 廣江様、本日卓話有難うございます。

・ 福元様、再入会おめでとうございます。これからのご活躍を期待しています。
高橋会員 ： 広島カープ優勝、パラリンピック開催とスポーツ界は盛り上がっておりますが、我が北西ロータリークラ

ブも福元君がカムバックしてくれました。感謝のスマイルです。
 20件　60,000円（累計 353,000円）

会 長 報 告  会　長　岡　本　和　夫
　今月は「ロータリーの友」月間でもあります。最近印象に残った記事を紹介したいと思います。
昨年の9月のRI第2560地区の或るIMでの記念講演のお話で、はきものをそろえる─私の凡事
徹底─というタイトルです。 
　「凡事徹底」というのは、「平凡なことを徹底して継続することによって、平凡は非凡になる」と

いうものです。講師が高校の管理職として勤務していた頃、通勤途中のごみ拾いから廊下のモップ掛けやトイレ
掃除を毎朝行うことにより、現役進学率が格段に向上した、先生や生徒のこころまできれいになった、というもので
す。また、講師自身は、「凡事徹底」の一つの行動として、「はきものをそろえる」ことを推奨実践しています。

はきものをそろえるとこころもそろう 
こころがそろうとはきものもそろう 
ぬぐときにそろえておくと
はくときにこころがみだれない
だれかがみだしておいたら

　はきものをそろえる行動には、二つの意味があると言います。一つはいつも自分の足下を見るということ、曹洞宗
の教えの「脚下照顧」、もう一つは、周りの人に思いやりの心を与えるというものです。 
　お話の一部を紹介しましたが、詳しくはロータリーの友2016 VOL.64  NO5に記載されていますのでお読みく
ださい。

幹 事 報 告 幹　事　末　吉　賢　多
① ロータリーの友事務所より「ロータリーの友」英語版のご案内が届いておりますので回覧い
たします。
② 出雲中央RCより「第4回全国ロータリークラブ親睦卓球大会in出雲」のご案内が届いており
ますので回覧致します。
③ 他クラブ週報・月報を回覧致します。 
④ 先週FAXで京都朱雀RCとの「友好親睦旅行」についてのアンケー トをお送りしております。それにつきまして
補足説明をさせていただきます。
⑤ 次週9月19日月曜日は祝日のため、 例会はございませんのでよろしくお願い致します。

新入会員入会式  
新入会員プロフィール
福元裕之（ふくもと　ひろゆき）（推薦者：川西熊雄、岡本和夫）
生年月日：昭和45年12月27日
勤 務 先：株式会社 中国補聴器センター　代表取締役 社長
職業分類：医療補助器具販売

外 部 卓 話 
「献血の現状とその必要性」
岡山県赤十字血液センター
　推進課推進一係長　廣江　善男 様、採血課　小川　峰津江　様

　日本赤十字社は「苦しんでいる人を救う」 ために9つの事業を行い、 血液センターでは「血液事業」 として
「献血」 を行っています。 
　献血とは、 病気やけがなどで血液を必要としている患者さんのために、 健康な人が自発的に自分の大切な血液を分けてあげる
ことです。 
　毎日献血が必要な理由は、 血液はまだ人工的に作ることができす、 いただいた血液を長い期間保存しておくこともできないから
です。 このような理由から、毎日たくさんの方からの協力が必要になります。 
　実際に輸血を受けている患者さんの87%が50歳以上の方です。現在の献血の基準では輸血歴がある方から献血をお願いす
ることはできないため、 10代20代30代の若い世代の方を中心に献血にご協力いただけなければ、 2027年には全国で約85万人分
の血液が不足すると予測されています。
　一番多く輸血が使われているのは「がん」、続いて「血液の病気」、「循環器系」となって
おり、 多くが病気と闘っている患者さんに使われています。 
　現在、特に必要とされているのは400ml献血です。 この400ml献血にご協力いただくた
めには、 男性17歳、女性18歳以上で69歳までの方、 且つ体重が50kg以上であることが基
準となります。さらに献血当日は睡眠4時間以上、 空腹でないこと、 海外から帰国して4週間
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・ 槌田さん、高校生のフォーラムをお任せして申し訳ございません。

槌田会員 ： ・ 福元さんお帰りなさい。これからも宜しくお願い致します。
・ 高校生のフォーラムで学校担当の皆様宜しくお願い致します。

小菅会員 ： 福元様　復会ありがとうございます。以前に在籍されていた時以上に仲良くしましょう。
仲田会員 ： ゴルフコンペで優勝出来ましたのでスマイルいたします。
氏房会員 ： ・ 廣江様、本日卓話有難うございます。

・ 福元様、再入会おめでとうございます。これからのご活躍を期待しています。
高橋会員 ： 広島カープ優勝、パラリンピック開催とスポーツ界は盛り上がっておりますが、我が北西ロータリークラ

ブも福元君がカムバックしてくれました。感謝のスマイルです。
 20件　60,000円（累計 353,000円）

会 長 報 告  会　長　岡　本　和　夫
　今月は「ロータリーの友」月間でもあります。最近印象に残った記事を紹介したいと思います。
昨年の9月のRI第2560地区の或るIMでの記念講演のお話で、はきものをそろえる─私の凡事
徹底─というタイトルです。 
　「凡事徹底」というのは、「平凡なことを徹底して継続することによって、平凡は非凡になる」と

以上経過していること等も基準となります。 献血の基準には服薬もありますが、 これは薬の種類や原疾患によって献血の可否が
変わってきますので、 薬の名前がわかるものをご持参下さい。 
　皆様にお願いしたいことは、 まず献血の現状と必要性を知っていただき、 周囲の方に伝えていただくことです。 献血は自分が血
液を提供することだけでなく、 周りの方へ「献血は必要だ」 ということを伝えることも協力の一つの方法です。 
　私たちが実際の輸血現場に出くわすことは滅多にありませんが、 献血によって繋がる命がたくさんあるのは事実です。 ぜひ、 ご
理解とご協力をお願いいたします。
社会奉仕委員会より 社会奉仕委員会副委員長　槌　田　道　弘

　本年の「高校生による岡山の歴史・文化研究フォーラム」の担当責任者が相原利行会員か
ら私に代わりました。皆様には、遅くとも９月中に担当校の参加の可否について確認をしていた
だきますようよろしくお願いいたします。
　フォーラム成功のため、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

ゴルフ同好会報告 
　９月１１日㈰、第２６７回ゴルフコンペを後楽ゴルフ倶楽部にて開催いたしまいた。
　初秋の晴天の中、５組２０名の参加で、新入会員の鈴木会員、楠会員も参加され親睦を深
めることができました。優勝は仲田会員でした。入賞者は次の通りです。次回は１０月１２日㈬、
岡山カントリークラブ桃の里コースで開催いたします。

野球同好会からのお知らせ 野球同好会　キャプテン　小　菅　英　司
　今後の試合日程をご案内いたします。皆さまお誘い合わせの上、ふるってご参加ください。
今後の試合日程
・日時：１０月１５日㈯午後７時～  場所：奥市公園野球場  対戦チーム：朝日生命
・日時：１０月２８日㈮午後６時～  場所：瀬戸運動公園野球場  対戦チーム：公協グリーンソックス

友好クラブ委員会からのお知らせ 　友好クラブ委員会委員長　川　西　熊　雄
　友好クラブである京都朱雀ロータリークラブ様より、友好親睦旅行のご提案を頂戴
いたしました。ご提案くださった日程で皆様からアンケートを頂戴し、調整の上、改め
てご案内いたします。

第２回合同ＩＭ実行委員会 　ＩＭ副実行委員長　相　原　利　行
　去る９月10日、津山国際ホテル鶴泉苑において、津山ＲＣの皆さまとの第２回合同ＩＭ実行委員会を
開催しました。
　津山ＲＣからは14名、当クラブからは９名が参加し、協議事項は、主に①バズセッションの方法、テー
マ案②会場の概要と予算③全員登録と実参加のお願いで、特にバズセッションについては、白熱した議
論となりました。
　委員会の後は、津山ＲＣの皆さまには懇親会のみならず、津山の老舗クラブ「Ｒｏｓｅ」で二次会まで
おもてなしいただき、大変感謝しております。
　帰りのマイクロバスでは、スマートフォンで随時広島カープの試合速報を
チェックし、25年ぶりの優勝を一部の参加者で祝いました。
　ＩＭ成功のため、津山ＲＣの皆さまの協力のもと、頑張ってまいります。

いうものです。講師が高校の管理職として勤務していた頃、通勤途中のごみ拾いから廊下のモップ掛けやトイレ
掃除を毎朝行うことにより、現役進学率が格段に向上した、先生や生徒のこころまできれいになった、というもので
す。また、講師自身は、「凡事徹底」の一つの行動として、「はきものをそろえる」ことを推奨実践しています。

はきものをそろえるとこころもそろう 
こころがそろうとはきものもそろう 
ぬぐときにそろえておくと
はくときにこころがみだれない
だれかがみだしておいたら

　はきものをそろえる行動には、二つの意味があると言います。一つはいつも自分の足下を見るということ、曹洞宗
の教えの「脚下照顧」、もう一つは、周りの人に思いやりの心を与えるというものです。 
　お話の一部を紹介しましたが、詳しくはロータリーの友2016 VOL.64  NO5に記載されていますのでお読みく
ださい。

幹 事 報 告 幹　事　末　吉　賢　多
① ロータリーの友事務所より「ロータリーの友」英語版のご案内が届いておりますので回覧い
たします。
② 出雲中央RCより「第4回全国ロータリークラブ親睦卓球大会in出雲」のご案内が届いており
ますので回覧致します。
③ 他クラブ週報・月報を回覧致します。 
④ 先週FAXで京都朱雀RCとの「友好親睦旅行」についてのアンケー トをお送りしております。それにつきまして
補足説明をさせていただきます。
⑤ 次週9月19日月曜日は祝日のため、 例会はございませんのでよろしくお願い致します。

新入会員入会式  
新入会員プロフィール
福元裕之（ふくもと　ひろゆき）（推薦者：川西熊雄、岡本和夫）
生年月日：昭和45年12月27日
勤 務 先：株式会社 中国補聴器センター　代表取締役 社長
職業分類：医療補助器具販売

外 部 卓 話 
「献血の現状とその必要性」
岡山県赤十字血液センター
　推進課推進一係長　廣江　善男 様、採血課　小川　峰津江　様

　日本赤十字社は「苦しんでいる人を救う」 ために9つの事業を行い、 血液センターでは「血液事業」 として
「献血」 を行っています。 
　献血とは、 病気やけがなどで血液を必要としている患者さんのために、 健康な人が自発的に自分の大切な血液を分けてあげる
ことです。 
　毎日献血が必要な理由は、 血液はまだ人工的に作ることができす、 いただいた血液を長い期間保存しておくこともできないから
です。 このような理由から、毎日たくさんの方からの協力が必要になります。 
　実際に輸血を受けている患者さんの87%が50歳以上の方です。現在の献血の基準では輸血歴がある方から献血をお願いす
ることはできないため、 10代20代30代の若い世代の方を中心に献血にご協力いただけなければ、 2027年には全国で約85万人分
の血液が不足すると予測されています。
　一番多く輸血が使われているのは「がん」、続いて「血液の病気」、「循環器系」となって
おり、 多くが病気と闘っている患者さんに使われています。 
　現在、特に必要とされているのは400ml献血です。 この400ml献血にご協力いただくた
めには、 男性17歳、女性18歳以上で69歳までの方、 且つ体重が50kg以上であることが基
準となります。さらに献血当日は睡眠4時間以上、 空腹でないこと、 海外から帰国して4週間

－３－

本日のメニュー（９月26日）　月見夜間例会
次回のメニュー（10月３日（ヘルシーメニュー））　

高知県産おすすめ魚のポワレ　茄子と林檎を添えて　　　きのことドライトマトのサラダ
デザート　　　コーヒー　　　パンとバター

　　会報部会／日笠伸之・原　全伸・小菅英司

例会情報例会情報例会情報例会情報
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